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沖縄におけるレタスの営利栽培上の播種期の限界

比屋根義

（琉球農業試験場）

いうことになる．沖縄の夏は高温乾燥というレタスの栽

培上気象的に不利な時期である．またレタスの生態条件

からも高温によって花芽分化が促進され，抽苔現象がお

こることから経営上不利だということになる．しかし品

種の改良や栽培技術の進んだ今日，これらの問題が解決

できないものか，播種時期と品種の生態面について究明

する必要があるものと考えられる．特に栽培農家におい

てはこういった栽培時期と品種の生態上の問題が究明さ

れていなかったため，早く播種することにより生産が早

く可能だと考え，夏における栽培で経営上不利益をうけ

る農家も少なくないようである．こういったことから沖

縄のレタス栽培が時期的限界としてどうなっているか，

普及品種を供試して1965年度から1967年度までの３か年

間試験を実施したので，その概略を紹介し，関係者各位

の御意見御指導を賜わりたい．

1．生産と栽培時期の現状

レタスの気象的生育条件が15～20°Ｃを最適とし結球

種の結球適温が10～16°Ｃという条件からみた場合に

は，沖縄では初秋期から春にかけてしか栽培生産ができ

ないという時期的制限がある．それを現在の年間生産高

と輸入状況から確かめろと第１表のとおりである．

はじめに

沖縄における野菜に対する需要量は年を追って毎年増

加の一途を辿っていろ．これは戦後駐留米軍人からの需

要と一般消費者間において食生活が改善され，生鮮野菜

に対する認識が高まり消費が伸びてきたものであると考

えられろ．こういった野菜の需要の伸びによりその種類

も数多く導入され，岐近はこれら野菜についての栽培技

術も研究改善されて一般農家へも広く普及されたもので

ある．種類によっては以前周年の栽培が困難視きれてい

たものが，品種の改良と栽培技術の改善により沖縄で６

周年の生産が可能となったものも少なくない．

ところで最近需要量が特に増加し一般の'１蒋好性にあっ

て今後もその生産の贈大をはかる必要のあるものとし

て，レタスが挙げられると思われろ．勿論沖縄のそ菜生

産の実状からして他の種類についても周年の生産を目標

に研究努力をはらわねばいけないことではある．レタス

の栽培上の気象条件からすると沖縄の気象条件では現在

のところ栽嬬の時期と生産時期というものにおのずから

制限されてくるものがある．これはまずレタスの生育適

温が15～20°Ｃ，結球極の結球適温が10～16°Ｃというこ

とから沖縄では９月頃から６月までが栽培可能な時期と

いうことになり結局７～10月間は生産が少なく端境期と
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ここ２～３年の島内における年間生産量と需要の状況に

ついて調査した結果は次のとおりである．

第１表によると島内生産の時期は11月から６月までで，

それ以後の７～10月間は生産がなく，結局輸入品に依存

することになり，毎年多額の輸入商となっていろ．次に
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第２表レタスの軍向一般市場向と輸入量状況
2．試験の方法，供試品種

試験地は琉球農業試験場本場（首里崎山町）のそ菜園

芸試験圃場（泥灰岩土壌）を使用し，試験区は１区6.6

㎡の２区制とし，1.2加幅の短冊畦に３条の株間３０ｃ１ｉＵの

間隔にし，3.3㎡当り27株欄にした．育苗は一般的に行

なわれている露地床育苗とポリ鉢育苗（１０×８”の鉢）

の二つの方法で比較した．露地床育苗は床幅90”の短冊

床に９cHll間隔に条播無仮､値にして育苗，ポリ鉢育苗は露

地床と同一の育苗用士を鉢の９分程度入れ，鉢直播にし

て発芽揃後本葉１枚時と２枚の頃に間引して１本仕立に

した・両育苗とも播種後定植時までカンレイシャ白Ｎｏ．

100を中央高さ50clll内外にトンネル型に被覆育苗し本葉

４～５枚で本畑へ定植した．施肥量はa当たりＮ-2.1ｋｇ

P205-1.3kg，Ｋ２0-1.8kgで総量の３分の２を植付準

備の際基肥として施し，残り３分の１を定植後活着時の

７～１０日目頃と以後２～３週間目の２回に分施した．な

お最近農業用資材として冬物栽培にビニールが使用され

るようになってきているが，それに併行して夏物野菜類

についてはカンレイシャの利用が広く普及されつつあ

り，レタスに対してどういった効果をもたらすものであ

るか被覆効果について検討をするため，次のような試験

区別と播種時期，品種を供試して実施した．
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第２表でわかるとおり島内における総需要量(消費量）

のうち28％が輸入品で，残りの72％が島内産レタスで補

給されていろ．輸入品は７月～10月間に多く，この時期

は沖縄の気象条件からして現在栽培が困難ときれている

時期であり，今後の研究目標とされているものである．

現在のようにそ菜類に対する一般消費者の需要が伸びて

いくものとして考えた場合，他の野菜類にしても今後の

需要増加の傾向からしてそれにマッチした栽培面積の拡

大と生産計画がなされ，品種の改良や栽培技術の普及に

努力をはらわねば野菜類の輸入は増加の一途を辿る結果

になるものと考えられろ．

第４表

播種期’品種名｜収穫時期 試験

区別--’
（月旬）

8下，９中，下
グレートレーク366

グレートレーク５４

グレートレークＲ－２００

ペンレイク

オリエント

10下～11中

21上～１上

露地床育苗でカンレイシャ被覆区

〃 無被覆区

，中一脈|鉢育苗ご鳴色Vil;菫仇被駆
３中，４上

3．試験結果および考察

（１）カンレイシャ被覆がレタスの結球に及ぼす

影響

沖縄でも最近カンレイシャ大型ハウスや大型水平張り

による夏物の葱類，ナ類，セロリーなどの早出し栽培に

多く使用され，端境期の甘藍についての被覆効果は試験

結果もすでに公表され，一般農家においても実際に使用

されるようになっているが，レタスについての効果がど

んなものであるかについては検討されるべき問題とされ

ていたので，今回の播種時期の限界を知る試験に併行し

てカンレイシャを植付時結球開始前までの３～４週間ト

ンネル型被覆にして試験を実施した結果，植付後の活着

が無被覆に比較して３～４日位の生育の中期にいたって
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軟弱に伸び徒長となって，無被覆区より結球開始は１週

間程おくれた．こういった結果をもたらした一つの原因

と思われる温度について調査をした結果は次のとおりで

あった．

茎葉の伸びもよく外観からは無被覆に比較して葉の大き

さ伸びもよく，結球においても大部効果があるようにみ

うけられた．しかし結球開始時にいたって逆の結果がみ

られた．すなわちカンレイシャの遮光効果により茎葉が

(８月下旬播）第１図

(９月中旬播）第２図

(３月中旬播）第３図
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温度の調査は毎日午前９時，午後３時，５時の３回に （２）播種時期およびカンレイシャの被覆が抽苔に

わたって棒状寒暖計を用いて地上30“の個所において側 及ぼす影響

定したものであるが，この調査結果からみるとカンレイ レタスの生態的条件からすると高温がもっとも抽苔に

シャをトンネル型にして被覆した場合，無被覆区に比較及ぼす影響が大きいことになっている．しかしこれはし

して平均２～３°Ｃの温度上昇という結果になってい タスの品種によっても抽苔の早晩性がある．現在沖縄で

比較的早期結球で早物栽培に用いられている品種についろ．

･のようにカンﾚｲｼⅧ覆した場合の気象的条件二驚鰯鷺:鳥蔑藤蜥至購
が異なるということは，結球を主体とするレタスの場でグレートレーク54,グレートレーク366の順になってい
合，無被覆に比較して温度は高まり，更にカンレイシャ

ろ．またカンレイシャを被覆した区は無被覆に比較して

の遮光率20～30％平均ということからしてみると，植物抽苔が多くなっていろ．これは温度測定の結果から，被
体の茎葉には確かに徒長する条件となり，結球性がおく覆した区が平均にして２～３°Ｃの温度上昇という結果

れている結果をもたらしたものと考えられろ．と関連性が大きかったものと考える．

第５表品種，播種期，カンレイシャ被覆と抽苔との関係（その１）

（３か年平均）

ぷ 葱
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第７表，８表から収量の結果をみると８月下旬まきで

鉢育苗の場合，無被覆区の方が各品種とも平均してよい

結果となっている．品種間においては66年度の試験で初

めて供試したオリエントが，鉢育苗，露地育苗の無被穫

区が最もよい収量であり，収穫球率においても100％の

好成績で，抽苔もなく夏播の品種として有望な品種であ

ることが認められた．しかしこのオリエントは９月中旬

以降の擢種においては従来の普及品種より結果は悪く８

月の中下旬頃の播種にのみ使用されるべき品種だと思わ

れる．従って９月中，下旬頃の播種には従来のグレート




